
レポートの書き方講座

実践型防災講座卒業研究を見据えた４年間の過ごし方

MY VACATION

学びサポート企画部
徳島大学

大槻智一（1年） 土居義典（2年）
中井秀和（2年） 向井将馬（3年）

ミーティング
学生のみと教職員交えたものを週1回ずつ実施。
SSSの運営や直近のイベントについて話し合っている。

SSS（Study Support Space）
図書館1階において教員や大学院生が学習に関する相談、学生生活に
関する質問に対応する学習相談室SSSを運営。
2019年度前期相談者数362名！

現状の課題
・SSS利用者層の偏りを解消すること

→ 一部学部学科の利用者が集中している

・イベント参加者数を増加させること

→ レポートの書き方講座以外の参加者数が少ない

・新しい企画に挑戦すること

→ 多様な企画を開催することにより、学びサポート企画部
が持たれている“堅い印象”を変えたい

今後の取組
・LINE＠での情報発信

→ SSSポイントカードの導入

・SNSを活用した広報

→ Twitter・ブログでの情報発信

・活発なメンバー間交流

→ サークル内での積極的な発言を促す
雰囲気作り

留学や就職活動、アルバ
イトなどで夏休みを有意義
に過ごした学生をゲストに
迎え、その経験を発表して
もらった。参加者は長期休
暇を有意義にするために
はどのようにすればよい
かを意見交換した。

大学院生や4年生が自身

の経験を踏まえて、大学生
活を有意義に過ごすため
のメッセージを後輩たちに
送った。その後、発表者と
意見交換を行った。

南海トラフ巨大地震を見
据え、徳島大学の防災に
関する専門家の先生によ
る講演を行い、参加者が
火起こし体験や防災食の
試食をして、避難生活の
疑似体験をした。

新入生を対象にレポート
に関する基礎的な知識を
習得することを目的に、徳
島大学の教員による講座
を開催した。3日間合わせ
て205名が参加した。

構成員 （2019年7月31日現在）

学生（大学院生含む）：16名、図書館職員：2名、教員：2名

過去1年間に開催したイベント

ミーティング
風景

SSS時間割

活動理念
大学生の日々の学習における躓きに対して、学習支援を行うとともに、学習をするために必要な
基本知識・技能を習得する場や機会を創ることで、大学生の学習スタイルの向上・改善を行う。

2018.10.16
参加者数：17名

2019.4.16～18
参加者数：205名

2019.5.16
参加者数：13名

2019.7.8
参加者数：39名

12月に大学教育カンファレンス in 徳島で活動内容を発表予定！
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